
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
                   
【今年８月１日から８月２０日までの週単位での東大和市民の年代別、性別の新型コロナ新規感染者数】 
※ただし第３週は市の HP で公表されているのが１５日（日）～２０日（金）のデータまでのため、６日間のデータ        （人）  

 合計 
10 歳未満 １０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

第

一

週 

 

83 3 4 8 5 12 6 6 7 8 8 9 2 2 2 0 1 

第

二

週 

 

103 1 1 7 6 10 9 15 8 8 2 11 12 3 2 5 3 

第

三

週 

 

95 0 0 9 10 10 13 8 6 4 10 12 10 1 0 1 1 

合計 281 9 45 60 50 40 56 10 11 

 100％ 3.2％ 16.0％ 21.4％ 17.8％ 14.2％ 19.9％ 3.6％ 3.9％ 
  

（裏面に続く） 

■東大和市の今までの感染者数の経緯は 
…今日は、８月２２日。東京都も対象地域として７月
１２日に発令された４回目の緊急事態宣言は、当初の
予定では本日、８月２２日までとされていました。  
しかし、感染力が強く、急に重症化する変異株デルタ
株に置き換わった感染拡大による医療現場のひっ迫状
況や自宅療養者の増加等の危機的状況を鑑み、政府の
対策本部は８月１７日に６都府県に発令中の緊急事態
宣言を９月１２日まで延長することを決定。さらに、
新たに茨木、栃木、群馬、静岡、京都、兵庫、福岡の
７府県も対象となってしまいました。 
…昨年から続くコロナ禍ですが、東大和市の今までの
感染者数の経緯を見ても、今回の感染拡大が前代未聞
の状況であることは一目瞭然。東大和市は現時点で 
６５歳以上のワクチン接種希望の市民へのワクチン接
種は終了しているので、高齢者の重症化は防げている
とは思うところですが、新規感染者の低年齢化につい
ては、全国的な状況と東大和市も変わりありません。 
…毎日の新聞での報道や東大和市のホームページでの
公表により、東大和市民の日々の感染者数は確認でき
る状況ですが、一覧となっていないため、傾向を一目
で確認できる状況ではありません。よって、以下、東
大和市民の感染状況をまとめてみました。 
 

東大和市の新型コロナウイルスの感染者数の状況は… 

東京都市長会が都知事に緊急要望 
 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 
２０２１年８月２２日 

№404 

【昨年４月から今年８月２０日までの 
東大和市民の新型コロナ新規感染者数の経緯】  

年 月 
新規感染者数

（人） 
累計 
（人） 

令
和
␻
年 

４月 6 6 
５月 ２ 8 
６月 ０ 8 
７月 7 15 
８月 13 28 
９月 4 32 
１０月 5 37 
１１月 17 54 
１２月 46 100 

令
和
␼
年 

１月 159 259 
２月 64 323 
３月 37 360 
４月 32 392 
５月 59 451 
６月 26 477 
７月 103 580 

８月２０日まで 281 861 
 



                                                                                                                                                                                                                  
                               

■市の人口の約１％に 
…前述のとおり、８月２０日現在の東大和市の新型コロ
ナウイルス新規感染者数の累計は８６１人。７月１日現
在の東大和市の人口は８万 5,392 人なので、実に新型コ
ロナウイルスに感染した市民は、市の人口の約１％＝す
なわちデータ上で100人に約1人が感染したということ
になります。（※あくまでも同じ人が複数回感染してい
ないという前提で）最近は、感染予防に気を付けていて
も感染してしまう例も多くあるため、東大和市内におい
ても、いつ自分が感染してもおかしくない状況となって
います。 
…また、8 月に入り、市内でも 10 代以下の感染が増加
傾向になっており、８月２０日時点までの人数は、全体
の約 2 割（19.2％）となっています。夏休みが終わり、
子ども達が学校に戻る、集まることによる感染拡大が日
本全国で懸念されていますが、東大和市内でも気になる
ところです。スーパーコンピューター“富岳”の解析で
は、デルタ株は従来型と比べ 2.25 倍感染力が強く、今
まで 1ｍのソーシャルディスタンスが必要と言われてい
たことに対し、デルタ株では 1.9ｍ離れる必要があると
の結果も出ています。しかし、教室ではそこまで座席を
離すことは難しいと思います。東大和市の小中学校は８
月２５日から２学期がスタート。現在のところ、夏休み
の延期や分散登校などは公表されていません。 
…ガマンばかりの子ども達の気持ちを考えると、かわい
そうになりますが、一方で感染リスクも考えなければな
りません。このような状況で出来ることはなにか。一人
１台端末を配置したＧＩＧＡスクールなども存分に活
用し、子ども達の学びへの妨げを最小限にするよう、
様々な工夫をしてほしいと思います。  

■東京都市長会も知事に緊急要望を実施 
…やはり、今までのコロナ禍で一番厳しいとも言える
現状で、市の職員の感染者や濃厚接触者なども増加傾
向にあり、市役所も大変な状況になってきています。。
昨年の国民一人に１０万円を給付する特別給付金から
現在実施している新型コロナのワクチン接種など、コ
ロナ対策の事業を実際に行う現場である基礎自治体≒
東大和市としては、与えられた環境、条件の中で地域
に合った方法により最善を尽くすというスタンスで、
日々、取組んでいるところですが、感染者増加という
中、職員＝人員の確保という点でもギリギリの状況の
ようです。 
…その中での頼みの綱であるワクチン接種ですが、こ
のレポートの前号でも取り上げたように、ワクチンが
当初の予定通り市に配分されない可能性もあるという
事態に。このような状況は東大和市に限ったことでは
なく、近隣他市でも同様です。そこで、８月１８日、
東京都の多摩２６市の市長で構成している“東京都市
長会” の役員が都庁に行き、東京都知事に緊急要望を
訴えてきました。東大和市の尾崎市長も、副会長を務
めているため、都庁に出向き、ワクチン接種を促進す
るためのワクチン供給量の充足や、自宅療養者の急増
などによる市民の生命が脅かされている現状の改善に
ついての都の対応を強く要望してきたとのことです。
（緊急要望の具体的内容は下記のとおりです） 
…要望項目がすべて実現する保証はありませんが、実
際の現場の状況と要望を伝えることは重要。最近は、
自宅療養における悲しい結果も報道されている中、東
大和市においては、同様の悲惨な事態が発生しないよ
う、市と東京都が協力して、状況を少しでも改善でき
るようにすべきです。 
 

■ 連絡先  和地 ひとみ事務所   HP：http://www.wachi1103.jp 
wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 042－516－8546  
〒207-0005 東大和市高木 3－274－2－102   
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校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパーマーケットを経営。店頭公開から
一部上場、外資系企業に転換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店長となる。月刊誌『日経WOMAN』
のベンチャー企業で活躍する女性特集で取り上げられる。その後、人材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発
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 東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート。コロナ禍において、駅頭での配布は一時、控えております。 

「私たちの身近にある市政、市議会。伝えることがスタートだと思います。」 

 

“東京都市長会から都知事へ：新型コロナウイルス感染急拡大から市民を守るための緊急要望” 
 
（前文略）この難局を乗り越えるべく、一刻も早く感染症を抑え込むためには、広域自治体である東京都と地域の実情に精通
している市が緊密に連携していくことが必要不可欠です。ついては、下記の点について緊急に要望をいたしますので、特段の
ご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 
 
１：市町村に対するワクチンの適正な供給  
 ①各市に対するワクチン供給量について、都が市区町村間における接種の進捗に大きな差が生じることのないよう調整を適

切に実施したうえで、今後も都の大規模接種会場分のワクチンを可能な限り市町村へ融通すること。  
 ②若年層の感染者を減少させるためには、ワクチン接種を促進させることが効果的であることから、国に対して東京都分の 

ワクチン供給量の増加を働きかけること。 
 
２：自宅療養者など市民を守る仕組みの構築  
 ①感染者の激増に対応するため、仮設を含めた宿泊療養施設の更なる拡充や、地域医師会と連携の下、都施設を活用し

た臨時の医療提供施設の開設を速やかに行うこと。あわせて、抗体カクテル療法等の医療提供を行える体制を整備、拡
充すること。  

 ②自宅療養者にきめ細やかな対応ができる体制を整備するため、早期に保健所・発熱相談センター・自宅療養者フォロー
アップセンターに対して、人員を増援するとともに、各市の求めに応じ、必要な情報を迅速に提供できる体制を確立するほ
か、ICT 機器を活用した健康管理体制をすること。  

 ③感染者の家族に、介護・養育を要する方がいる場合、家族内での対応が難しくなることから、適切な支援策を講じること。  


